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１．はじめに 

 大学は、1947 年の学校教育法制定以降 1）、学術の中心として教育、研究を担うことがその主たる役

割とされてきた。しかし 2004 年の国立大学の法人化や、2006 年の教育基本法改正により、大学の第三

の使命として社会貢献が明確に位置づけられた。大学の社会貢献活動は社会連携や地域連携として展

開されることが多いと指摘されている 2）。大学の社会連携・地域連携活動の 1 つである連携協定は、大

学が外部機関からどのような連携活動を期待されているかを読み取る手がかりとなると考える。そこ

で本研究では、大学の社会連携・地域連携活動の活性化に向け、産業界との連携協定に着目し、協定内

容の分析を通じて、大学が今後強化すべき社会・地域貢献活動について検討した。 

２．研究方法 

本研究では、北見工業大学と帯広畜産大学の 2004 年度から 2023 年度までの 20 年間に、それぞれ締

結した産業界との連携協定を対象とした。北見工業大学は北海道北東部のオホーツク地域に位置する

工学系の大学である。帯広畜産大学は北海道東部の十勝地域に位置する農畜産系の大学である。各大

学が管理する連携協定の情報をもとに、パートナの所在地、業種、および協定による取り組み内容につ

いて分析を行った。 

３．結果 

北見工業大学と帯広畜産大学の産業界との連携協定は、それぞれ 23 件、20 件であり、パートナ数は

34 件、21 件であった。パートナの所在別では、両大学とも大学が位置する地域での連携協定が最も多

かった。また地域との連携協定では、どちらも地域の主産業である第 1 次産業との連携協定が行われ

ていることが示された。連携協定パートナは二大学

の専門分野である工学系、農畜産系に関係する業種

が、全体の 6～7 割を占めていることが明らかとなっ

た。連携協定パートナの所在地および業種別に、協

定パートナが専門分野に関連するか、しないかにつ

いて整理した結果を図に示す。北見工業大学では、

地域及び地域を除く北海道内のパートナが専門分野

に関連する割合が多かった。帯広畜産大学では、地

域を除く北海道内および北海道外のパートナが専門

分野に関連する割合が多かった。一方で、両大学と

もに専門分野に関連しないパートナが、それぞれの

地域で多いことが示された。 

４．考察 

 北見工業大学、帯広畜産大学が位置する地域は、どちらも第 1 次産業を主産業とする地域である。

このことから、大学が位置する地域の主産業との連携は大学にとって地域貢献活動を行う上で必要で

あると考えられる。また、地域においては、専門分野に関連していない業種との連携が比較的多くみら

れた。地域が大学に期待すると考えられるその役割の範囲は研究支援だけでないことが示唆される。

一方、地域外パートナからも高い割合で専門分野に関連するパートナとの連携協定が見られたことか

ら、大学の専門分野を活かした連携は地域に留まらず拡大させていくことができると考えられた。以

上のことから、大学が社会・地域貢献活動を強化するためには、地域主産業との協働を基盤としつつ、

地域外に対しては大学の専門分野を活かした連携の拡大を図ること、そして地域内では専門分野には

直接的に関連しない領域の要請にも応える多様な連携スタイルを構築することが重要であるのではな

いかと考えらえた。 
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